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堀先生、やった！ 

 

 堀コーチと市高野球部員が一緒に過ごしたのは令

和２年～５年ぐらいだったでしょうか・・その頃部

員だった方々に報告です。堀先生率いる植水中学校

が現在行われているさいたま市の大会でベスト４に

入り、見事県大会出場を決めました！ 

 

 堀さんと私の出会い・・ 

 それは令和元年７月（までは何の接点もなし、そ

もそも堀さんは関西の高校出身で市高とは何の接点

もなし、当時はさいたま市の消防士として勤務）、 

夏の埼玉大会３回戦、市営浦和球場で行われた市高

対シード・叡明高校との試合を観戦していただいた

ことがキッカケでした。私が言うのも何ですが、個々

の力で劣る市高が粘りの野球を展開し勝利するとい

う内容でした。大会終了後、学校私宛に丁寧なお手

紙をいただきました。市高の試合を観戦させていた

だき、今の職を辞してでも教員・野球部の指導者を

目指す決意をした・・というような内容でした。氏

名や住所が書かれた手紙だったので、私の方からも

返信させていただきました。人生１度きりなので悔

いがないようにした方が良いのでは（とは書きつつ

も心の中ではご家庭（奥さんやお子さんがいらっし

ゃると書いてあった）があるのに大丈夫かな・・そ

んな感じ）、そして今後プラスになるのなら市高野球

部のスタッフとして一緒に活動しませんか・・と。 

 

 その後、さいたま市教員採用試験の勉強をしなが

ら市高野球部の活動をサポートしていただきまし

た。そして見事採用試験合格、三室中学校での勤務

を経て、現在の植水中学校へ、そして今回、県大会

への切符を勝ち取りました（全部員１４名という少

数精鋭だそうです）。 

 

 市高での経験が生きていれば幸いです（多分生き

ているハズ）。部員の少なさや選手個々の能力が高く

ないことを嘆いていても何の解決にもならない＝今

ある戦力で戦わなければならないのが私達の世界、

そんなことばかり話していたので・・ 

 

 堀先生、県大会も頑張って下さい！ 

 市高野球部も堀さんに続きたいと思います。 

練習試合の結果 

 

６日（土）対東京成徳大高 

  第１試合      ３対１    勝利 

  第２試合      途中まで     

 

 ７日（日） 

  対いずみ高校    ８対１    勝利 

  対紅葉川高校    ４対７    敗退 

 

 

通算結果  ２２勝 １１敗 ４分 

６月です 

 

 ６月になりました。 

 １７日（水）夏大会抽選会の日に、ベンチ入

りメンバーを持参しなければなりません。 

  

各校、その選出方法は様々かと思いますが、

市高野球部では（コーチと相談はしますが）チ

ーム責任者である私が最終決定するという形に

しています。ベンチ入りできない選手が出てし

まう以上、誰もが納得する形は存在しないと思

いますが、よりベターな形になるよう、真剣に

考えて選出したいと思います。 

 

 選手の皆さん（特に３年生）、あっという間に

現チームでの残り試合がわずかとなりました。

どのようにこのチームを終えるか（チームに貢

献して終えるか）とても大事だと思います。 

 最後の最後まで頑張りましょう！ 

今号は６月８日号 

第１２７５号です 


